
5.33 勤務パターン登録

① 部門・・・・・・・・・・・部門別に設定が可能です、全部門に適用するパターンは「共通」で登録します。
特定の部門に登録する場合、その部門の下位部門には適用されません。

② パターンコード・・・（Flex勤務パターン含む）全システム重複しないように設定してください。

③ 勤務体系・・・・・・・勤務体系別に設定が可能です。

④ 名称・・・・・・・・・・・全角２０文字、または半角４０文字以内で入力してください。

⑤ 略称・・・・・・・・・・・全角１０文字、または半角２０文字以内で入力してください。従業員マスター画面にて使われる名称です。

⑥ 画面略称・・・・・・・全角５文字、または半角１０文字以内で入力してください。勤務表画面で使われる名称です。分かり易く設定してください。

⑦ 有効期間・・・・・・・有効期間外の勤務表に選択できないようになっております。

⑧ 表示順・・・・・・・・・勤務表のプルダウンメニューに表示される順番を設定します。

⑨ 勤務パターン・・・・勤務表作成時、「就業時刻設定」により、「始終業の予定時刻を表示する」場合、始終業時刻に設定する時刻を設定してください。

5.33
勤務パターン登録
時間計算の基準になる勤務パターンの各時間帯を定義する。

適用範囲・名称など

各時間帯の設定
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勤務表作成時、勤務パターン

開始終了時刻は勤務表の就

業時刻に反映されます。
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5.33 勤務パターン登録

⑩ 所定内勤務・・・・・遅刻早退、及び半日勤務（半休など）の場合の判断基準になります。

⑪ 所定外勤務・・・・・残業時間の計算基準になります。

⑫ 深夜時間・・・・・・・深夜時間（所定内深夜、所定外深夜、休日深夜）の計算基準になります。

⑬ 休憩時間・・・・・・・休憩時間の計算基準になります。下記3つの設定方法ができます。

１）固定時間休憩：休憩開始時刻、休憩終了時刻を固定して設定します。

２）実績時間連動休憩

設定例：

勤務時間が6時間未満の場合、休憩なし；
勤務時間が6時間以上、8時間未満の場合、休憩時間45分；
勤務時間が8時間以上の場合、休憩時間1時間；

３）勤務時間ごとの休憩

設定例：

３時間毎に１５分休憩

４）休憩時間なし：休憩時間設定しない場合、休憩なしを選択します。

休憩時間の設定
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